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別紙様式第１　様式２ ①

（令和６年度補正分） 地域少子化対策重点推進交付金　実施計画書 （市町村分）

自治体名 茨城県取手市

本事業の担当部局名 健康増進部保健センター

区分 諸謝金 賃金 報償費 旅費 需用費 役務費

総事業費 197,000 0 0 0 350,790 0 

対象経費支出予定額 197,000 0 0 0 350,790 0 

対象外経費支出予定額 0 0 0 0 0 0 

区分 委託料 使用料及び賃借料 備品購入費 負担金 補助金 計

総事業費 0 0 0 0 0 547,790 

対象経費支出予定額 0 0 0 0 0 547,790 

対象外経費支出予定額 0 0 0 0 0 0 

〇 ※上記対象経費支出予定額に本交付金の対象外となる経費は含まれていない。

＜自治体における少子化対策の全体像＞※全事業共通

＜本個別事業の位置付け＞

＜過年度の本個別事業で浮かび上がった課題の分析及びそれに対する取組（ステップアップ）＞

事業メニュー ライフデザイン・結婚支援重点推進事業

区分 重点メニュー

関連事業メニュー 1_2_2 若い世代の描くライフデザイン支援

個別事業名 レッツトライ高校生講座
新規／継続
(一般財源での
実施も含む)

継続

実施期間 令和7年4月1日 ～ 令和8年3月31日 事業開始年度 平成26年度

総事業費（Ａ）（円） 547,790 寄付金その他の収入予定額（Ｂ）（円） 0 差引額（Ａ-Ｂ）（円） 547,790 

対象経費支出予定額（円）
※補助率を乗じる前の額

547,790 

本市の総合計画において、目指すまちの未来として「未来をつくる世代を育むまちづくり」を掲げており、結婚から妊娠、出産、子育てと
いった切れ目のない支援策に取り組んでいる。
そのような中、市の合計特殊出生率は国、県の平均よりも低く推移しており、少子化傾向及び若年層の生涯未婚率の上昇に歯止めを持
たせる施策が急務となっている。
若年層に対する結婚の気運を醸成する取り組み及び結婚新生活支援事業を実施することで、これらの対策を講じていくものである。

本市の直近の合計特殊出生率は1.23と、国の水準よりも低くなっているという課題があり、少子化対策は急務と捉えている。
上記の課題に対して、本事業は若い世代（高校生）に対してライフデザインを考える機会を提供するために行うものであり、引き続き、高校
生を対象に、男女のからだやこころ、将来の妊娠・出産・予防できる病気や感染症に関する情報を講座を通じて提供していくものである。
また、実施後にアンケート調査を行い、次年度以降により効果的な取り組みを行えるよう進めている。

番号 項目 内容

1

レッツトライ高校生講座 産婦人科医や大学准教授を講師に迎え、市内の公立・私立高校に出向き、女性のからだやこころ、将来の妊娠・出産・予防
できる病気や感染症などの知識を提供し、自分のライフプランを考える機会を提供する。講座終了後にはアンケートを実施
し、高校生の声（意見）を把握し、講座内容に反映させていく。
【対象校】
市内各高校
【実施内容】
①産婦人科医師または、大学准教授による講話
　・妊娠、出産、産後うつについて
　・赤ちゃんの発育、発達、子育てについて
　・ライフプランを考えることの大切さ
　・今日からの健康なからだづくり（プレコンセプションケア）
　・HPVワクチンについて
　・デートDVについて
　・赤ちゃん人形抱っこ体験
②アンケート
③実行委員会：年度末に講師、各学校の養護教諭、市町村職員間での意見交換および次年度内容の検討。

新型コロナウイルス感染症が5類に移行し、以前のような生活を取り戻しつつある中、人と人との関わり方、人間関係での問題が増えている。特に、恋愛の低年
齢化が進み、デートDVを心配する声がアンケートや学校の先生方との話し合いの中で出てきていることから、デートDVについての内容を盛り込んでいく。
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自治体における少子化対
策の全体像及びその中で
の本個別事業の位置付け
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KPI項目 単位 目標値（時点） 現状値（時点）

待機児童数 人 0（R9年度） 3（R5年度）
子育て支援センター利用者数 人 30,000（R9年度） 34,000（R5年度）

項目 単位 直近の実績値（時点）

合計特殊出生率 1.23（R4年）
婚姻件数 件 286（R5年）
婚姻率 2.7（R5年）

KPI項目 単位 目標値（時点） 現状値（時点）

番号 項目

（アウトプット）

① 参加者数 人 1782 1729
② 参加者の割合 ％ 90 87.32
③

④

⑤

（アウトカム) 

① 交付金事業に対する事業対象者（住民等）の満足度（該当事業に限る。） ％

② 希望どおりの結婚に向けて後押ししてくれたと感じた人の割合（該当事業に限る。） ％

③ 結婚、妊娠・出産、子育てに前向きになったと感じた人の割合（該当事業に限る。） ％

④ ライフプランについて考えるきっかけとなった参加者の割合（満足度） ％ 98 9609
⑤ 妊娠・出産等に関する医学的・科学的に正しい知識を得られた参加者の割合 ％ 99.3 99.3
⑥ 講義内容を友人等に勧めたいと思った参加者の割合 ％ 90 87.4
⑦

⑧

少子化対策全体の重要
業績評価指標(KPI)及び
定量的成果目標
※全事業共通

参考指標
※全事業共通

個別事業の重要業績評
価指標(KPI)及び定量的
成果目標


